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＜連絡事項＞
・本日16:30～看護グループ研修があります。
＜患者様連絡事項＞
・山下　幸子様～計画相談員の晴山様が来院しています。
＜要注目患者様＞
・鈴木　知子様～昨日の準夜帯にて姉様に電話後「殺してください。」と来詰し、19:40不安・不穏時のタンドスピロンクエン酸錠（10）１Ｔ内服しているが、その後も希死念慮強く、首を絞める動作をして「こうやって死ねばいいのか。」と訴えているため、20：35　当直医金Ｄｒへ状況報告し、20：40来棟し診察。オランザピンＯＤ錠（2.5）１Ｔ内服の指示を受け、21：00服薬しています。その後は休まれているが、深夜帯でも幻聴の訴えが聞かれています。午前は間違い探しに取り組む事が出来ています。
　　　　　　　　昼食前から幻聴発言出現し「うるせいあっちにいけ。バカにするな」と言い自室へ戻られています。言動観察し自室で介護スタッフと会話していたが、幻聴に左右され現実に捉えられ落ち着かない事もあり16：05不安・不穏時のタンドスピロンクエン酸錠（10）１Ｔ内服後ホールで過ごして頂き様子観察しています。
・角濱　義弘様～体調不良の訴えが聞かれており、自室にて過ごされています。スタッフに訴えてくることはありませんが、詰所前にて不調のアピールをしています。14：40呼吸荒くし薬を下さいと焦燥感の様子ある為、不穏、興奮時クエチアピン（25）1T内服しています。その後は自室とホールの往復みられています。
・千葉　光広様～日課は問題なく行えており、同室者との会話も見られています。
・成田　富士子様～ＯＴにて東病棟の患者様と目が合ったことで、トラブルになりかけたがスタッフ介入にて落ち着いたと情報提供ありました。昼食後薬時、自らOT状況を伝え自分が悪くないとアピールしています。15：25
　　　　　　　　　体が怠い、吐き気、頭痛を訴え血糖測定依頼。血糖値48㎎/dl。おやつ時間の為、おやつ200Ｋｃａｌ摂取。30分後再測定後、158㎎/dl。
　　　　　　　　　以後低血糖症状の訴えなく過ごされています。
・戸賀沢　潔様～深夜帯にて飯豊様よりコーヒーを貰う事が見られており、スタッフ介入しています。本人と物のやり取りに関して約束事をしています。

＜馬渡Ｄｒ診察情報、ケース検討＞
・佐々木　淳様～1/10(金)10:00～12:00で外出予定となっている。臨時薬同内容で7日分処方となっています。
・原　吉郎様～倦怠感の訴えはあるがバイタル異常なく、日常生活にも特に大きな問題は

　　　　　　　なく経過しています。ﾍﾞﾙｿﾑﾗ15㎎1錠7日分臨時薬同処方となっています。
・戸賀沢　潔様～物のやり取りをしており注意にも繰り返し同行為みられているため、他者トラブルに注意していきましょう主治医からも注意を受けています。
＜安ヶ平Ｄｒケース検討＞
・上村　みわ様～1/5深夜帯で厨房が火事だって聞こえてきたと慌てた様子で起きて来られ伝えています。説明と確認により燃えていない事を納得されていた事を報告後、本人も認めテレパシーで教えてきたんですと伝えています。
　　　　　　　　定期薬変更なく同内容で処方となっています。
・石橋　佐太史様～今年から財布とノートを自己管理している事や1/3兄、母様と一緒に青山荘を見学してきた事報告しています。本人様からは、個室で良かった事や色々な書類を書かされたと伝えています。主治医からは、喋る時早口で言われる為、聞き取りにくい事を伝えゆっくり話すように早く言う事で怒っているのかと誤解されると思うよと説明を受け返事されています。定期薬同内容で処方となっています。
・中川原　義雄様～正月外泊に行った事や家にあった煙草1本を吸った事を報告しています。診察時、外泊でおせち料理を食べたが孫が多く食べた事で少量しか料理食べれなかったと話されています。1/1110時に弟、娘が面談に来られ退院の係について話しにくると言っていたと伝えています。
　　　　　　　　腰の痛みが続いている事から継続でスミルスチック処方希望にて

　　　　　　　　スミルスチック2本処方と定期薬同内容で処方となっています。
・滝田　英人様～睡眠のリズムは継続して崩れているが夜間不眠状態は軽減しています。早朝覚醒後大声での独語はある事で他者からうるさいと不満の訴えがありましたと報告しています。診察時、本人から、お腹や胸の苦しさがあるが、何もしないでも消えてしまうんですと伝えています。主治医より、大声での独語により興奮状態になるから声のトーンを低くし静かにするよう説明に納得され頷いています。定期薬変更なく処方となっています。
・沼端　恵子様～1/2準夜帯、幻聴に左右され大声で叫ぶことでリスペリドン内用液（1）1P与薬しています。眠れない状況が見られ不眠時ハルラック（0.25）1T内服し再入眠出来ている事を伝えています。診察時は、怒る様子なく、聞かれた事に答えて終えています。定期薬変更なく同内容処方となっています。
・三上　勇様～12/24転倒し眼鏡のレンズ紛失、フレームも壊れた事道路状況が良くない為、購入出来ない状態を報告しています。診察時、本人からも、氷、雪が解けてから眼鏡を買いに行きますと伝えられ今年の目標は転倒しない事と言われ笑いながら返事されています。定期薬変更なく処方となっています。

＜皮膚科＞
・高橋　義明様～後頸部に径3ｃｍ半球形、左頸部径1ｃｍ球形に皮下腫瘤・弾性軟。発赤等の症状はなく、脂肪腫の疑いとのことで経過観察の指示となっています。
・五日市　規様～①右足背（第1～2趾基部）発赤、びらん、滲出液あり、足背先の1/3に落屑が見られて急性湿疹であるとのこと。②右平～指背に表皮剥離、痂皮が見られて、デルモゾールＤＰ軟膏　1本処方となっています。
・井上　和美様～テルビナフィン塩酸塩クリームが1本処方となっています。
・織笠　健太郎様～治癒となっています。
・大上　なみ様～エキザルベが1本処方となっています。

・沼端　恵子様～両足底の鶏眼を切除しています。スピール膏は診察時まで貼ったままにするようにしてください。
・原　吉郎様～両下腿は治癒になっています。ロコイド軟膏が1本処方となっています。
・三上　勇様～ケルガー液が1本、ヘパリン類似物質油性クリームが2本処方となっています。
・山下　幸子様～ヘパリン類似物質油性クリームが1本処方となっています。
・坂本　福子様～ケルガー液が1本、ゲンタマイシン軟膏が1本処方となっています。
・夏坂　キミ様～ウリモックスクリームが1本処方となっています。
・十日市　利喜様～治癒となっています。
